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イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講　
座

募　
集

保　
健

福
祉
・
医
療

保
険
・
年
金

相　
談

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相　
談

護
・
要
支
援
の
認
定
を
受
け
た
方　
▽

身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者　
▽
65
歳

以
上
の
方　
▽
そ
の
他
市
長
が
認
め
る

方　
※
施
設
入
所
者
や
長
期
入
院
の
方

は
除
く　
�
印
鑑　
�
直
接
か
郵
送
で
、

災
害
時
要
援
護
者
登
録
申
請
書
を
福
祉

政
策
課（
〒
750−

８
５
２
１
市
内
南
部
町

１
番
１
号
）、各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、

各
支
所
へ
。
※
申
請
書
は
、
各
申
請
受

付
場
所
窓
口
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可　
※
登
録

に
は
必
ず
避
難
支
援
者
２
人
の
選
定
が

必
要
。
避
難
支
援
者
の
選
定
が
困
難
な

方
に
は
近
く
に
避
難
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
い
る
場
合
は
紹
介
し
ま
す

�
福
祉
政
策
課（
☎
231−

１
４
１
８
）、
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課　
▽
菊
川（
☎
287−

４
０
０
６
）　
▽
豊
田（
☎
766−

２
９
４
７
）

▽
豊
浦（
☎
772−

４
０
２
０
）　
▽
豊
北（
☎

782−

１
９
２
３
）

危
険
物
安
全
週
間

　

毎
年
６
月
第
２
週（
今
年
は
６
月
２

日
～
８
日
）は「
危
険
物
安
全
週
間
」で

す
。
消
防
局
で
は
消
防
演
習
や
広
報
活

動
な
ど
を
通
じ
、
危
険
物

に
係
る
事
故
防
止
を
呼
び

か
け
ま
す
。
身
近
に
あ
る

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
の
危
険
物
の
安

全
な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

�
平
成
25
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進

標
語
＝「
あ
な
た
こ
そ　

無
事
故
を
担

う　
司
令
塔
」

�
消
防
局
予
防
課（
☎
233−

９
１
１
８
）

求
人
受
理
説
明
会

　
求
人
受
理
・
選
考
開
始
期
日
な
ど
の

取
り
扱
い
な
ど
に
関
す
る
事
業
主
向
け

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

�
新
規
学
校
卒
業
者
の
採
用
を
検
討
し

て
い
る
事
業
主　
�
６
月
６
日（
木
）午

後
１
時
30
分
～
４
時　
�
海
峡
メ
ッ
セ

下
関
９
階
海
峡
ホ
ー
ル（
豊
前
田
町
三

丁
目
）　

�
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
関

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
222−

４
０
３
１
）

地
籍
調
査
に
理
解
と
協
力
を

　
次
の
調
査
地
区
に
つ
い
て
、
国
土
調

査
法
に
基
づ
く
地
籍
調
査（
現
地
立
会
）

を
実
施
し
ま
す
。
関
係
者（
土
地
所
有
者

な
ど
）に
は
、
事
前
に
立
会
案
内
を
送
付

し
ま
す
。
立
会
の
際
に
は
本
人
確
認
を

行
い
ま
す
の
で
、
確
認
書
類
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

�
調
査
地
区
＝
彦
島
弟
子
待
町
二
・
三

丁
目
、
彦
島
向
井
町
一
・
二
丁
目
、
彦

島
田
の
首
町
一
丁
目　
�
確
認
書
類
＝

官
公
署
が
発
行
し
た
免
許
証
な
ど（
運
転

免
許
証
、
旅
券
、
健
康
保
険
証
な
ど
）　

�
都
市
計
画
課（
☎
231−
１
２
９
８
）

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
工
事（
排
水
設

備
工
事
）を
し
ま
し
ょ
う

　
下
水
道
法
で
は
、
公
共
下
水
道
の
供

用
開
始
後
遅
滞
な
く（
１
年
以
内
を
目
安
）

排
水
設
備
工
事
を
行
う
こ
と
、
く
み
取

り
便
所
は
３
年
以
内
に
水
洗
化
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
日
も
早
く
排
水
設
備
工
事
を
お
願

い
し
ま
す
。
排
水
設
備
工
事
が
適
正
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
、
指
定
工
事
店
制
度

を
定
め
て
い
ま
す
。
排
水
設
備
工
事
は

下
関
市
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店

で
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
を
。

�
上
下
水
道
局
下
水
道
課（
☎
231−

１
３

６
３
）、北
部
事
務
所（
☎
772−

４
０
２
８
）

水
洗
便
所
改
造
等
資
金

利
子
補
給
制
度

�
水
洗
化
工
事（
下
水
道
へ
の
接
続
）を

行
う
方　
※
法
人
や
新
築
住
宅
を
除
く

※
工
事
着
工
後
は
申
請
不
可　
�
▽
融

資
条
件
＝
取
扱
金
融
機
関
の
融
資
条
件

に
該
当
す
る
方　
▽
融
資
金
額
＝
１
戸

当
た
り
50
万
円
以
内　
▽
融
資
利
息
・

保
証
料
＝
上
下
水
道
局
が
全
額
負
担　

▽
償
還
方
法
＝
融
資
を
受
け
た
翌
月
か

ら
５
年
以
内
の
毎
月
均
等
償
還　
▽
取

扱
金
融
機
関
＝
山
口
銀
行
、
西
京
銀
行
、

西
中
国
信
用
金
庫
の
市
内
各
本
支
店

�
上
下
水
道
局
下
水
道
課（
☎
231−

１
３

６
３
）、北
部
事
務
所（
☎
772−

４
０
２
８
）

６
月
は
外
国
人
労
働
者
問
題

啓
発
月
間

　
外
国
人
を
雇
っ
て
い

る
事
業
主
の
皆
さ
ん
、

以
下
の
項
目
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

▽
国
籍
で
差
別
し
な
い
公
平
な
採
用
選

考
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？　
▽
労
働
法

令
を
守
り
、
労
働
・
社
会
保
険
に
入
っ

て
い
ま
す
か
？　
▽
日
本
語
教
育
や
生

活
上
・
職
務
上
の
相
談
に
配
慮
し
て
い

ま
す
か
？　
▽
安
易
な
解
雇
は
し
て
い

ま
せ
ん
か
？　
▽
外
国
人
の
雇
い
入
れ
、

離
職
時
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
雇
用
状

況
の
届
け
出
を
出
し
て
い
ま
す
か
？

�
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
関

　
　
　
　
（
☎
222−

４
０
３
１
）

特
典
②
午
後
１
時
か
ら
の
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン

特
典
③
プ
ラ
ス
500
円
で
特
別
ラ
ン
チ

�
１
日
３
組（
１
組
２
人
以
上
）　
�

９
３
０
０
円（
一
人
１
泊
２
食
付
き
）

�
３
日
前
ま
で
に
電
話
で
満
珠
荘
へ
。

�
満
珠
荘（
☎
222−

１
１
２
６
）

｢

満
珠
荘
で
遊ゆ

っ
た
り
プ
ラ
ン
」

�
７
月
19
日（
金
）

ま
で　
※
土・日
曜

日
、
祝
日
は
除
く

●
特
別
宿
泊
プ
ラ
ン

特
典
①
夕
食
に
特

別
料
理｢

蛍
会
席
」

●草むらややぶなどに入る時は、
長袖・長ズボン・長靴の着用を
　山口県をはじめ、一部の地域で
｢マダニ類」が病原体(ウイルス)を
媒介すると考えられる感染症 ｢重
症熱性血小板減少症候群 ( ＳＦＴ
Ｓ )」が確認されています。この
病原体は、以前から全国どこにで
も存在していたと考えられます。
　現在山口県では３例の報告があ
りますが、全てのマダニ類が病原
体を持っているわけではありませ
ん。｢マダニ類」は家庭内に生息
するダニとは違い、１㍉～４㍉(吸
血前 )の大型のダニで、主に森林
や草地などの屋外に生息し、近く
を通った人やペットに付着します。

ペットの散歩の際には草むらなど
に入らないようにし、帰宅後に付
着していないかどうかの確認を。

●草むらややぶなどに入る際は肌
の露出を少なくし、マダニ類にか
まれないように注意を
▷裾、袖、襟などの締まっている
服やナイロン製の服は、マダニ類
が侵入しにくい　▷山などから帰
った際、マダニ類が身体に付着し
ていないかどうか確認を　▷マダ
ニ類にかまれた場合、無理に取ろ
うとせず、そのままの状態で早急
に皮膚科などの医療機関を受診し
処置を受ける。発熱などの症状が
ある場合にも速やかに医療機関へ
受診・相談を。
�保健予防課 (☎ 231ー1530)

マダニ類による感染症に
ご注意を

19 平成25年６月号


